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 JR東海より感謝状を授与される 

 5月に行われたJRさわやかウォーキングをはじめ、土岐商ショッ

プ等の活動に対して、JR東海土岐市駅より感謝状が授与されまし

た。JRさわやかウォーキングへの参加は今年で3年目になりまし

た。昨年度は猪鍋と地元産業の陶磁器をセットで販売したところ、

瞬く間の完売でした。今回は、和菓子ぶん福とのコラボ商品の福ど

らや、多治見あられ、八百津せんべいを販売しました。秋にも同様

の計画がされています。土岐商ショップでは、昨年度に負けない商

品の出店を目指していきたいと考えています。 

 

 がんばれ 第1９回岐阜県高等学校生徒商業教育研究発表大会 

 平成24年度第19回岐阜県高等学校生徒商業研究発表大会が、8月8日(水)に関市わかくさプラザで行われ

ます。3年連続の全国大会出場を目指して、3年生の代表が現在全勢力を投入して準備しています。快挙の

達成を全校生徒で待ち望んでいます。 

この夏が夢の実現の第一歩 

生徒指導部    原 直子 

 

 この夏をどう過ごすか、それは皆さんにとってこれからの人生を決定するほどの意味を持っています。夏は

チャンスの時であり、同時に夏には多くの危険も潜んでいます。自分の行動が、どのようにもこの夏を変えてい

くのです。平成２４年の夏が皆さんの人生で一番大事な夏になることを期待し、私が皆さんと同世代の頃に出

会った言葉をエールとして送ります。いまだ、この言葉に勝る指針は私の中にはありません。 

 「たとえ今持っている技術が二流であっても、学ぶ姿勢が一流であればその技術は一流になれる可能性があ

る。たとえ一流の技術を持っていたとしても、学ぶ姿勢が二流であれば、その技術は二流に落ちるだろう。学ぶ

姿勢は自分が決めること。」 

 土岐商の卓球部員だった私は、毎日部活に夢中でした。あの頃の私は、ただ卓球が好きで仕方がありませんで

した。下手だったのに勝ちたくて勝ちたくて、それだけを毎日考えていたように思います。当時の私の技術は、

その思いに追いつかない未熟なものでした。しかし、ひたすら練習に励み、まっすぐに向かう姿勢は三年間を通

して変わらなかったと思います。これは、今の私の生き方につながっています。 

 どんなに優れた成果をあげでも、そこで自分の限界を決めてしまっては、それ以上の成長はありません。それ

が「二流の姿勢」でしょう。今の自分がどうであれ、納得いくまでやりぬく姿勢こそが自分を成長させるのです。

ずっと先にある望ましい自分を追い続ける「一流の姿勢」で臨めば、何かが変わると思います。何事も原因は自

分の心の中にあるのです。 

 この夏、私も望ましい自分に向かって自分を鍛えていきたいと思います。 


